
 

 

  

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標を達成するために、「学校評価の４点セット」

のそれぞれの取組について、教職員等の実施率と取組状況、生徒

の達成状況と検証、改善策が明確に示されており、年度途中で担

当者の変更を行いながらも、特に生徒指導や不登校対応に成果

がでています。また、育成を目指す資質・能力も当初３つあった

ものを「情報処理・活用力」と「自己肯定感」に絞り込み、特に

概念的知識の評価の研究・研修を中心に行っています。 

今後は、「情報処理・活用力」について、本校として「定義」

することで、最上位目標の共通理解を図ってみてはいかがでし

ょうか。目標の共有ができれば、具体的な取組は担当者や生徒会

にも任せることができ、当事者意識がより高まると思いました。また、そのような資質・能力につ

いて、保護者や地域の方とも熟議等を行うことで、本校の伝統でもある「炭焼き活動」を通して、

生徒達につけるべき力が明確になり、より協働的な取組へとなると思われます。  

授業から学ぶ 
授業では、効果的な学び合いが行われ笑顔や拍手があふれていまし

た。そのため、「授業規律」については、管理的な項目よりも、「友達の

意見に反応する」など、共に創る授業のような項目を入れることについ

て、生徒会を中心に改善してみてはいかがでしょうか。 

また、指導案における「振り返り」は教師が願う具体的なゴールの姿

を「生徒を主語」で表すように統一することで、互見授業等で「振り返り」の表記の在り方や「ね

らい」との連動、評価規準との整合性等を協議することで授業改善が推進されると思いました。 
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